
 

 

 

 

 

新潟県自殺予防教育プログラム（ＳＯＳの出し方）の授業 その２ 

  

 ５月 21日(火)、全校一斉に新潟県自殺予防教育プログラム（ＳＯＳの出し

方）の授業を行いました。前号に引き続き、３年生の授業を紹介します。 
 

３年生の授業 

Step３「相談を受けたらどうしよう？」  

ねらい： 相談を受ける場面の練習をとおして、共感的にかかわる方法と大人につなげる必  

要性について理解し、上手に相談を受けられるようになる。  
 

 ワーク１では、「友だちから相談を受けたＡ～Ｆさんについて考えてみよう」というテー

マで意見交流をしました。やりとりを読んで、「相談を受けるのが上手なのは誰か３人選ん

で順位をつける」課題です。まず個人で考えた後、グループで共有しました。結果は下表の

ようになりました。みなさんなら誰を選びますか。Bさんに票が集まっていることに注目し

てみると、キーワードは「力になるよ」と寄り添う気持ちが大切と捉えている生徒が多いよ

うです。それは、振り返りの記述でも多く見られました。    

そのあとワーク２として友 

だちから相談を受ける練習を 

しました。小グループでロー 

ルプレイをしました。 

 Step１．２でもそうですが、 

相談の場面にいつ出会うか分 

かりません。そのために経験 

しておくことは大切ですね。 

 

相談を受けるのが上手なのは誰か 

（回答率） 

 

 

 

 

 
 

 
  
生徒の振り返りより 

 

 

 

 

 

A 4.3% 

B 65.5％ 

C 4.3％ 

D 13.0％ 

E 4.3％ 

F 8.6％ 

令和６年 ６月 ７日（金） 

第 ９ 号 

十日町市立中条中学校校長室 

いちばんは相手の気持ちを考えることが大切

だと思います。相手が傷ついていた場合、やさ

しい言葉をかけたり、共感したり、今の気持ち

を聞くことが大切だと思いました。 

相談の受け方が色々あるけど、相手にと

ってどの言葉が心に響いたり、残ったりす

るかを考えながら伝えることが大切だと思

いました。自分が相談を受けた時には、今

日学んだことを生かしたいと思います。 



新潟県自殺予防教育プログラム 保護者向けリーフレットより抜粋 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

生徒の SOSを感じたり、「おや！？」と思ったりすることがあれば、学校に遠慮なくご相

談ください。学校以外の公的相談窓口については、学校にお問い合わせいただく

か、新潟県いじめ対策ポータル https://www.ijimetaisaku.pref.niigata.lg.jp/ 

を参照してください。 
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